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先
日
実
施
さ
れ
た
交
通
安
全
総
点
検
の
目
的
、

内
容
、
結
果
は
ど
う
か
。

　
　
道
路
交
通
環
境
の
点
検
を
行
い
、
だ
れ
も
が

道
路
を
利
用
で
き
る
交
通
環
境
の
確
保
を
目
的
と

し
て
い
る
。
本
年
度
は
中
央
公
園
地
区
を
点
検
し

た
結
果
、
通
行
上
支
障
と
な
る
電
柱
や
道
路
標
識

な
ど
多
く
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
歩
道
や
交
差
点
の

抜
本
的
な
改
良
な
ど
、
長
期
的
に
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
も
あ
る
。

　
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
ユ
ニ
ー
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
と
は
何
か
。
ま
た
、
市
で
の
位
置
づ
け
は
。

　
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
既
存
の
障
害
物
を
取
り
除

く
こ
と
で
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
新
規
に

整
備
す
る
と
き
、
す
べ
て
の
人
々
を
想
定
し
て
、

障
害
物
を
少
な
く
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
、
市
も

推
奨
し
て
い
る
。

　
　
九
州
新
幹
線
全
線
開
通
を
念
頭
に
お
い
て
、

島
原
港
に
着
い
た
観
光
客
は
四
明
荘
ま
で
ど
の
よ

う
に
し
て
た
ど
り
着
く
の
か
。

　
　
バ
ス
で
最
寄
り
の
停
留
所
ま
で
行
き
、
観
光

案
内
板
等
を
利
用
し
て
徒
歩
で
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
　
島
原
駅
か
ら
島
原
城
へ
行
く
と
き
も
徒
歩
に

な
る
が
、
堀
の
内
側
に
歩
道
が
あ
れ
ば
と
市
民
や

観
光
客
か
ら
聞
く
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
堀
の
内
側
に
歩
道
を
設
置
す
る
と
車
道
幅
員

が
狭
く
な
る
の
で
、
そ
の
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
な

が
ら
検
討
し
た
い
。

　
　 

ダ
イ
エ
ー
南
側
の
歩
道
が
狭
く
て
危
険
だ

が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
民
有
地
側
に
歩
道
を
広
げ
る
と
所
有
者
と
の

協
議
が
必
要
に
な
る
が
、
そ
れ
も
考
慮
し
て
検
討

し
た
い
。

　
　
新
庁
舎
に
合
併
特
例
債
は
最
大
限
幾
ら
ま
で

許
可
さ
れ
る
の
か
。

　
　
推
計
す
る
と
島
原
市
の
自
治
体
規
模
で
は
十

数
億
円
だ
と
思
う
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
っ
き
り
と

し
た
数
字
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
以
外

は
自
主
財
源
と
な
る
。

　
　
懇
話
会
か
ら
現
在
地
及
び
そ
の
周
辺
と
の
提

言
が
あ
る
が
、
大
手
広
場
側
、
商
店
街
側
に
広
げ

て
の
建
て
か
え
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
道
路
の
関
係
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　
◇
循
環
バ
ス
実
証
実
験

QAQQ AA

QQ AAQQ AA

　
　
現
在
ま
で
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
情
報
収
集
の
た
め
の
意
見
交
換
会
や
、
職
員

に
よ
る
生
産
現
場
の
直
接
訪
問
な
ど
、
生
産
者
の

意
見
を
伺
っ
た
上
で
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
全
国
に
情
報
発
信
し
て
い
る
。

ま
た
、
新
た
な
魅
力
あ
る
特
産
品
の
創
出
を
目
的

と
し
た
こ
ら
や
っ
ち
ゃ
よ
か
ば
い
事
業
を
実
施
し
、

生
産
者
の
新
商
品
開
発
の
支
援
を
行
っ
た
。
さ
ら

に
、
島
原
産
品
の
魅
力
を
消
費
者
に
伝
え
る
た
め

物
産
展
等
に
も
出
店
し
各
地
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

　
　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
、
水
産
業
の
体
験
学

習
を
取
り
入
れ
、
後
継
者
育
成
に
つ
な
げ
て
は
ど

う
か
。

　
　
望
ま
し
い
職
業
観
、
勤
労
観
及
び
職
業
に
関

す
る
知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
自

己
の
個
性
を
理
解
し
、
主
体
的
に
進
路
を
選
択
す

る
能
力
、
態
度
を
育
て
る
目
的
で
、
中
学
二
年
生

で
職
場
体
験
学
習
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
農

業
体
験
は
、
三
会
中
学
校
の
三
年
生
が
農
家
の
協

力
を
得
て
野
菜
の
収
穫
作
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
後
も
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
体
験
学
習
を
充

実
し
て
い
く
。

　
　
河
川
敷
は
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
環
境
美
化

に
努
め
て
い
る
の
が
実
情
だ
が
、
市
と
し
て
河
川

敷
の
利
活
用
を
考
え
て
い
な
い
の
か
。

　
　
市
制
施
行
七
十
周
年
で
あ
る
本
年
を
契
機
に
、

市
民
と
一
緒
に
、
市
全
域
で
花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
考
え
て
お
り
、
河
川
敷
に

お
け
る
環
境
美
化
活
動
も
そ
の
一
環
と
し
て
地
元

の
皆
様
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
島
原
道
路
の
進
捗
状
況
、
ま
た
出
平
町
か
ら

愛
野
町
の
提
言
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
中
央
道
路
の
用
地
取
得
の
状
況
は
、
現
在
面

積
ベ
ー
ス
で
約
九
十
九
％
、
工
事
の
進
捗
状
況
は

全
長
約
四
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
全
線
で
着
手
さ
れ
、

約
六
十
％
進
ん
で
い
る
。
特
に
、
ト
ン
ネ
ル
工
事

は
、
十
一
月
二
十
五
日
に
貫
通
式
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
本
年
五
月
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
島
原
半
島

地
域
の
交
通
機
能
強
化
検
討
委
員
会
で
、
総
合
的

評
価
の
結
果
、
農
道
沿
い
の
ル
ー
ト
が
最
適
で
あ

る
と
の
提
言
書
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　
◇
本
市
農
業
対
策
に
つ
い
て
　

QQ AA

QQ AA

議員

議員

学
校
教
育
に
つ
い
て

歩
き
や
す
い
街
づ
く
り

市
役
所
建
て
か
え
の
問
題
点

中
尾
川
の
利
活
用
に
つ
い
て

道
路
問
題
に
つ
い
て

政策研究会

松坂　昌應

政策研究会

　
物
産
流
通
対
策
本
部
の
実

績
に
つ
い
て


